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（２）長野県教育公務員弘済会　会報 ２００６/７/１ 

輿　　　熹　 
　山々の木々は緑を増し夏の装いを呈してきています。

先生方におかれましては信州教育のため、子ども達の

ために日夜頑張っておられますことに敬意と感謝を申

し上げます。 

　３年有余の間、教育公務員弘済会参事として学校訪

問の折りには校長先生、教頭先生はじめ諸先生方には

大変お世話になりました。本当にありがとうございま

した。 

　このたび、第３３回評議員会において、専務理事に選

任されました。社会は今、多様化・多忙化し、また経

済的にも大変困難な時代となり、先生方には公私とも

にご苦労の多いことと拝察申し上げます。このような

状況の中にあり、教育公務員弘済会は公益法人として

教職員の皆様方の生涯福祉向上と、更なる教育・文化

の振興をめざして、日常生活と学校教育ならびに地域

に貢献する教弘諸事業に取り組んでいます。 

　日教弘創立の基本理念である「相互扶助」の精神に

則り、教弘活動の輪をひろげ、一人一人の生活を守る

と共に、人材の育成と学校教育活動の支援を教弘の中

核事業として進めて参ります。多くの皆様方のご支援

ご協力をお願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。 

専務理事就任のごあいさつ 

理事長就任のごあいさつ 

庄村　道男　 
　６月の第３３回定期評議員会で、新しく副理事長に選

任されました。どうぞよろしくお願い致します。 

　長野県教育公務員弘済会は、１９５３年の発足以来大き

く分け「公益」「福祉」「共済」の３つの分野で事業を行っ

てきています。すなわち、研究助成、奨学金の貸与、

教職員の福祉の充実及び各種祝金の交付、教育文化向

上の諸事業、生命保険、損害保険、等の事業の実施で

あります。 

　昨今の高齢化社会がすすむ中、経済活動の長期沈滞、

財政状況の悪化等大変厳しい社会情勢になっております。

こうしたなかで、健康で明るく豊かな生活を保証する

ために、弘済会の諸事業の更なる充実と推進が強く望

まれるところであります。会員の皆様の御支援を仰ぎ

ながら役員として誠心誠意その重責を果たしてまいり

たいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

（長野県高等学校長会） 

高村　裕　 
　６月の第３３回定期評議員会で、新しく副理事長に選

任されました。よろしくお願い致します。 

　長野県教育公務員弘済会は、研究助成事業・奨学事

業・福祉事業・教育文化事業・共済事業の五つの事業

を実施しておりますが、それぞれの事業において大き

な役割を果たしてきました。 

　今日、景気の回復が叫ばれていますが、学校や教育

公務員をとりまく状況は大変きびしいものがあります。

こうした中で、弘済会の果たす役割はますます重要に

なっており、諸事業のいっそうの充実が求められてい

ます。 

　大変微力ではありますが、役員として任を果たして

いく所存です。会員の皆様のご支援・ご協力を心から

お願い致します。 

（長野県高等学校教職員組合執行委員長） 

副理事長就任のごあいさつ 

竹内　　仁　 
　６月２７日開催の第３３回評議

員会において理事長に選任さ

れ、7月１日より就任しました。 

　もとより微力ではありますが、長野県下の幼・小・

中・高・大・教育機関に勤務する２万名余の教職員各

位のご支援ご協力をいただき、教育公務員弘済会設立

の理念である「教育の振興と教職員の生活安定・向上」

に向けて、全力を尽くす所存です。 

　公益法人を取り巻く状況は、今日、大きく変わろう

としています。去る５月２６日、１１０年ぶりとなる公益

法人制度の抜本改正法が国会で成立しました。これか

らの公益法人には、事業内容や会計をより透明にし、

きちんと説明していく義務と責任が求められています。

また、支出の５０％以上を公益事業に充当することと定

められました。長野県教育公務員弘済会の事業として、

今後、優れた学校研究論文や個人論文への助成ならび

に文化事業への助成をより重視するとともに、奨学金

制度の充実を一層図って参りたいと考えています。 

　あわせて、教職員限定保険である教弘保険のすばら

しさを広く理解していただくために努力してまいります。 

　重ねて皆様のご支援ご協力をお願いし、ご挨拶とし

ます。 



２００６年度理事・評議員名簿 
長野県教育公務員弘済会 
役職名 　氏　　　名 
顧　　問 小　林　吉　重 
理 事 長 竹　内　　　仁 
副理事長 伝　田　勝　夫 
　 〃 庄　村　道　男 
　 〃 高　村　　　裕 
　 〃 花　岡　邦　明 
専務理事 輿　　　　　熹 
理　　事 湯　本　辰　雄 
　 〃 古　澤　絵　美 
　 〃 藤　本　忠　彦 
　 〃 岩　上　昭　亜 

役職名 　氏　　　名 
監　事　吉　田　則　彦 
　〃　　荒　井　正　則 
評議員　海　沼　　　元 
　〃　　長　井　久美子 
　〃 中　村　　　昇 
　〃 伊　藤　靖　徳 
　〃 中　澤　良　浩 
　〃 高見澤　和　浩 
　〃 松　尾　輝　明 
　〃 原　　　文　章 
　〃 内　山　　　到 

役職名 　氏　　　名 
評議員　西　沢　弘　行 
　〃 藤　原　栄　治 
　〃 小木曾　毅　士 
　〃 藤　澤　由美子 
　〃 宮　尾　政　成 
　〃 三　澤　一　子 
　〃 気賀澤　重　夫 
　〃 布施谷　留美子 
　〃 池　田　みすゞ 
　〃 藤　田　洋　一 
　〃 小　林　　　一 

役職名 　氏　　　名 
評議員　安　達　永　眞 
　〃 中　澤　正　明 
　〃 清　水　博　夫 
　〃 高　山　吉　富 
　〃 山　岸　重　文 
　〃 宮　入　圭　一 
　〃 松　沢　昭　三 
　〃 原　　　定　雄 
　〃 小　林　作　栄 
　〃 鈴　木　秀　明 
　〃 並　木　　　修 

財団法人　長野県教育弘済会 
役職名 　氏　　　名 
顧　　問 小　林　吉　重 
理 事 長 竹　内　　　仁 
専務理事 輿　　　　　熹 
常務理事 岩　上　昭　亜 
理　　事 春　原　信　雄 
　 〃 中　山　和　夫 

役職名 　氏　　　名 
理　事　小　山　治　男 
　〃　　湯　本　辰　雄 
　〃　　田　島　　　隆 
　〃　　神　津　浩　一 
監　事　吉　田　則　彦 
　〃　　荒　井　正　則 

役職名 　氏　　　名 
評議員 長　井　久美子 
　〃 伊　藤　靖　徳 
　〃 高見澤　和　浩 
　〃 原　　　文　章 
　〃 藤　原　栄　治 
　〃 藤　澤　由美子 

役職名 　氏　　　名 
評議員　三　澤　一　子 
　〃 布施谷　留美子 
　〃 安　達　永　眞 
　〃 高　山　吉　富 
　〃 原　　　定　雄 
　〃 並　木　　　修 

長野県教育公務員弘済会　会報（３） ２００６/７/１ 

前理事長　小林吉重　 
　第３３回定期評議員会をもって退任いたしました。就

任以来６年間、教育の振興と教職員福祉に関わる教弘

諸事業の推進にあたり、多くの皆様方に温かいご指導

とご支援ご協力をいただきました。退任にあたり改め

てお礼申し上げます。 

　資源の少ない日本にとって、グローバル化の進む厳

しい国際競争の中で、国の発展を進めていくためには、

それを支える幅広い人材の養成が最も重要ですが、経

済効率最優先の風潮が強まる昨今、その教育がまさに

受難の時代ではないかと思えるこのごろです。 

　戦後間もない昭和２４年、日本の復興は教育の復興か

ら、教育の復興は教職員の生活の安定からの信念のも

と、相互扶助の基本精神に基づいて芽生えた教弘理念

は、昭和２７年日本教育公務員弘済会として創立され５５

年を経た今日、各県支部の活動を通して「人材は国の

宝」として、地域社会、教育社会に貢献する公益法人

として活動の輪を広げて参りました。 

　今後とも皆様方の一層のご支援ご協力をお願い申し

上げ、退任のご挨拶といたします。 

退任のごあいさつ 

表紙写真（学校紹介）　 
　大鹿小学校は、南に赤石岳を臨み豊かな自然と長い歴史をもつ歌舞伎に代表さ
れるような地元に根ざした文化に恵まれた学校です。 
　学校教育目標の「自ら考えつくり出す子」「やさしさと思いやりのある子」「汗
して働くたくましい子」具現に向けて、「こつこつ続ける繰り返し学習」「いい
とこ見つけたあったかだより」「手をかけ目をかけ花づくり」「地域に出ようふる
さと学習」を重点活動として実践しています。 
　一人一人の子どもに全職員がかかわり、その子のよさの伸長を図り、小規模校
ならではのよさを生かす教育実践を目指しています。 



２００5年度　公益福祉事業実施報告 

　教弘会員の皆様からの申請をうけて、２００５年度公益福祉事業は下記のとおり、

実施いたしました。今年も多くのご利用をお待ちしております。 

 事　業　種　別 　　　内　　容 人　数　 金額（単位：円） 

  大学院 １人 ３００,０００ 

  大学 ２７人 １５,３００,０００ 

 
奨学金貸付事業

 短大・専門学校 ５人 １,８００,０００ 

  計 ３３人 １７,４００,０００ 

  大学 ２３３人 ２,３３０,０００ 

  短大 ２２人 ２２０,０００ 

  専門学校・高専 ４９人 ４９０,０００ 

 
入学祝金事業

 高校 ２６９人 １,３４５,０００ 

  小学校 ２４８人 １,２４０,０００ 

  計 ８２１人 ５,６２５,０００ 

 結婚祝金事業  ９７人 ９７０,０００ 

 出産祝金事業  １８７人 ９３５,０００ 

 宿泊補助事業  ４４０泊 １,３２０,０００ 

 
教育団体助成事業 教育研究団体

 ６団体 １,４５０,０００ 

     １２研究大会 ５２０,０００ 

 
研究助成事業

 個人研究 ３８人 ７６５,０００ 

  県教研参加者補助 １７人 ８５,０００ 

 学校研究助成事業 財）長野県教育弘済会事業 ６４校 ２,５９０,０００ 

 学校文集・詩集 財）長野県教育弘済会事業 １１１校 ６６６,０００ 

 中国帰国子女外国籍 
 高校生就学奨励金事業 

財）長野県教育弘済会事業 ３１人 ３,１００,０００ 

 介護見舞金事業   ８人 １５０,０００ 

 高齢者福祉対策基金貸与  ０人 ０ 

 人間ドック補助事業 退職者会員 １８２人 １,７４０,９６５ 

 教弘友の会三大行事補助 退職者会員 ７４人 １,２１０,０００ 
（囲碁大会、文化行事、県外研修旅行） 

（４）長野県教育公務員弘済会　会報 ２００６/７/１ 



長野県教育公務員弘済会　会報（５） ２００６/７/１ 

２００６年度 長野教弘教育研究助成事業のお知らせ 
１　応募要綱 
　学校研究助成の部 

①対 象 校　長野県内にある国公私立の小・中・自律学校及び高校で、優れた教育研究によって充実した教

育活動を行っている学校 

②助成金額　予算の範囲内（総額３００万円） 

③研究主題　学習指導・生活指導・学校運営等の中から応募者が具体的に研究主題を決めて論文をまとめる。

なお、その研究がどのように教育実践等に生かされたのかを明記する。 

④申請方法　助成金交付申請書に報告書（Ａ４判用紙１０ページ以内に、研究テーマ・研究のねらい・研究の

経過と内容・研究のまとめ等について記述する。写真・図表等は本文に含める）を添えて提出

する。資料が必要な場合は精選して本文の後に添付する。 

⑤審　　査　研究報告書審査委員会の選考を経て理事長が決定する。 

⑥そ の 他　研究助成を受けた学校は教弘事業についての説明会を開催する。 

 

　個人研究助成の部 

①対 象 者　長野県内にある国公私立の学校に勤務する教職員で、個人として優れた教育研究によって充実

した教育実践をおこなっているもの＜ただし、個人研究は４年に１回とし、今年度は平成１５年

（２００３年）以降助成をうけた者は除きます＞ 

②助成金額　予算の範囲内（総額１５０万円） 

③研究主題　学校研究に準じて各個人が主題を決めて論文をまとめる。なお、その研究がどのように教育実

践等に生かされたかを明記する。 

④申請方法　学校研究の部と同じであるが、本文はＡ４判用紙１０ページ以内とし、申請用紙は個人研究用を

使用する。 

⑤審　　査　学校研究の部と同じ 

 

　県教育研究集会参加助成の部 

①対 象 者　長野県内にある国公私立の学校に勤務する教職員で、０６年度県教研へレポートを提出し、当日

参加された方（当日持込レポート参加者を除きます） 

②助成金額　予算の範囲内（１人５,０００円） 

③申請方法　研究助成金応募用紙に、研究テーマ・参加分科会名を記入して提出する。（レポートのコピーは

不要） 

④審　　査　長野県教育研究集会要項登載レポートで確認し、理事長が決定する。 

 

２　応募期限 
　　２００６年１２月１日～２００７年１月２２日（締切厳守） 
 

３　留意事項 
①次の論文やレポートは助成の対象としない。 

　★他団体から助成金を受けたもの（予定も含む） 

　★研究授業案や研究紀要そのままのもの及び他の集会等（支部教研など）で発表したレポートそのままのもの 

②提出論文は「教弘だより」で学校名（個人研究は氏名）・研究テーマを紹介すると共に、他から希望があれ

ば内容を公開します。 



（６）長野県教育公務員弘済会　会報 ２００６/７/１ 

２００６年度 学校文集・詩集助成事業のお知らせ 

１．助成対象 

　優れた学校文集・詩集等の作成によって長野県教育の振興に寄与すると認められる学校に助

成する。 

　中学・高校は学年文集も対象とするが、その場合は一校一作品に限らせていただきます。た

だし、卒業文集や生徒会誌、修学旅行記等は除きます。 

 

２．助成作品 

　学校（中学・高校は学年も含む）の児童・生徒全員の作品を 

掲載したもので、２００６年１月以降に作成したもの。 

 

３．助成金額 

　予算の範囲内（一作品５,０００円程度） 

 

４．応募方法及び応募期限 

　作品に下記の助成金交付申請書を添付して２００６年９月２２日（金）まで
に郵送または当会参事にお渡し下さい。 

　送付先　長野県教育弘済会事務局 

　　　　　　〒３８０‐０８３６ 長野県長野市南県町９９９‐１８　不動産会館ビル内 

 

５　作品返却 

　作品は選考以外に使用いたしません。作品は選考後、学校へお返しします。 

学校文集・詩集等作成助成金交付申請書 

学校名 学校長氏名 

職印 

作成責任者 

作品名 

職名 

キリトリ線 



長野県教育公務員弘済会　会報（７） ２００６/７/１ 

（財）東京海上日動教育振興基金による 
教育研究助成の募集について 

 

　「まなびや」をはじめとする、自動車保険などの損害保険は、東京海上日動火

災保険（株）を提携会社とし、保険の普及、推進をしています。（財）東京海上日

動教育振興基金は、東京海上日動火災保険（株）［当時　日動火災海上（株）］の

創立７０周年を記念して１９８４年８月に設立された財団です。同基金の本年度教育

研究助成事業について下記の通りお知らせします。 

 

 

１．募集区分 

（ア）学校研究………１４０校　　助成金：１校…………１０万円贈呈 

（イ）団体研究………３０団体　　助成金：１団体………１０万円贈呈 

（ウ）個人研究………４５名　　　助成金：１名……………５万円贈呈 

※団体とは…教員が構成する恒常的に設置されている研究団体とします。 

 

２．対象の範囲 

　国公立の小学校、中学校、高等学校、盲・聾・養護学校ならびにそこに

勤務する教員。 

 

３．応募方法 

　研究に「応募票」（事務局へ請求してください）を添えて、長野県教育

公務員弘済会に提出する。 

 

４．締切 

２００６年９月２９日（金） 
 

※応募希望の学校・団体・先生には、詳しい応募要綱と応募票をお送りい

たしますので、ご連絡ください。 
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事業Ａ　劇団四季ファミリーミュージカル「ジョン万次郎の夢」 
①日時・会場…８月１３日（日）１６：００開演　大町市文化会館 

②料　　　金…Ｓ席指定４，２００円（自己負担１，０００円） 

③招待人数……６０名 

事業Ｂ　信州岩波講座「現代社会に生きる」（仮称） 
講　　　　　演：小柴昌俊氏（東京大学特別栄誉教授、財）平成基礎科学財団理事長、ノーベル物理学

賞受賞者） 

対　　　　　談：小柴昌俊氏／井出孫六氏（作家　信州岩波講座企画監修者） 

オプション企画：講演「ＩＴが、子どもを蝕んでいる」中島直美氏（ＮＰＯ法人マザーポートＩＴなが

の理事長） 

①日時・会場…９月１０日（日）１３：００開場　須坂メセナホール 

②料　　　金…１，０００円（自己負担無し） 

③招待人数……７０名 

事業Ｃ　ＭＡＬＴＡ ＨＩＴ＆ＲＵＮ ＋ 日野皓正 
①日時・会場…９月１５日（金）１９：００開演　岡谷カノラホール 

②料　　　金…指定席４，０００円（自己負担１，０００円） 

③招待人数……６０名 

事業Ｄ　劇団四季ミュージカル「異国の丘」 
①日時・会場…１０月９日（月祝）１８：３０開演　駒ヶ根市文化会館 

②料　　　金…Ｓ席指定８，４００円（自己負担３，０００円） 

③招待人数……６０名 

事業Ｅ　わらび座公演「棟方志功　炎じゃわめく」 
①日時・会場…１０月１８日（水）１８：３０開場　須坂メセナホール 

②料　　　金…Ｓ席指定4，０００円（自己負担１，０００円） 

③招待人数……６０名 

今年度教育文化事業を下記の通り行います！皆さん奮ってご応募ください。 

２００６年度　教 育 文 化 事 業 のお知らせ 
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☆応募方法 

往復ハガキに、①氏名　②郵便番号　③住所　④電話番号　⑤希望事業名（Ａ～Ｈ）　⑥希望枚数 

（２枚以内）を記載して、教弘事務局まで郵送して下さい。（１事業につき往復ハガキ１枚） 

※必ず往復ハガキにて応募し、返信用に郵便番号・住所・氏名（様）を記入して下さい。 

 

☆応募期限 

事業Ａ……………７月２８日（金） 

事業Ｂ・Ｃ………８月１８日（金） 

事業Ｄ～Ｈ………８月３１日（木） 

※必着にてご応募下さい。 

 

☆応募先 

長野県教育弘済会事務局　〒３８０‐０８３６ 長野市南県町９９９‐１８ 長野県不動産会館ビル２Ｆ 

 

※応募者多数の場合は、教弘事務局により抽選とさせていただきます。 

※当選者については、自己負担金を後日送金していただきます。（ハガキにて連絡いたします） 

※教育文化事業は、教弘会員はもとより、会員でない方も応募出来ます。 

事業Ｈ　川端成道ヴァイオリンコンサート 
①日時・会場…２００６年１１月１９日（日）１４：００開演　軽井沢大賀ホール 

②料　　　金…Ｓ席指定７，０００円（予定）（自己負担３，０００円） 

③招待人数……６０名 

事業Ｇ　ウィーン交響楽団　ヨハン・シュトラウスアンサンブル 
①日時・会場…２００７年１月１７日（水）１９：００開演　松本市音楽文化ホール 

②料　　　金…指定席６，０００円（自己負担３，０００円） 

③招待人数……６０名 

事業Ｆ　キエフオペラ「トゥーランドット」 
　　～ウクライナ国立歌劇場オペラ～　 

①日時・会場…１１月１６日（木）１８：３０開演　長野県県民文化会館大ホール 

②料　　　金…Ｓ席指定１５，０００円（自己負担７，０００円） 

③招待人数……１００名 
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　　　　　教弘保険提携会社 

ジブラルタ生命保険　 ２００５年度決算状況 
　日教弘共済制度の提携会社、ジブラルタ生命保険株式会社は、５月２５日、平成１７年度決算（平成

１７年４月１日～平成１８年３月３１日）を発表しました。 

　それによると、個人保険新契約高は前年度（１兆６，９６８億円）より、２，１３８億円増加し、順調に伸

展しています。ソルベンシー・マージン比率は前年度に引き続き、１１１０．６％と高い水準を維持して

います。営業権（のれん代）の償却を平成１７年度決算で全て完了し（３，６４０億円を毎年７２８億円、５

年間で償却）、財務体質の一層の強化が図られつつあります。 

　ジブラルタ生命保険株式会社の経営は健全な財務体質をベースに着実に前進しているものとみら

れます。発表された主な業績数値は次の通りです。 

保険財務格付け（２００６年４月末現在） 

米国財務格付米国財務格付け会社会社 

ムーディーズ社 
A1

米国財務格付け会社 

ムーディーズ社 
A1

米国財務格付米国財務格付け会社会社 

スタンダード＆プアーズ社 
AA－ 

米国財務格付け会社 

スタンダード＆プアーズ社 
AA－ 

※格付けは、格付け会社の意見であり、保険金支払等について保証を行うものではありません。 

総　資　産 

3兆4,077億円 

個人保険新契約高 

1兆9,106億円 

※個人年金保険を含みます。 

基礎利益612億円（前年度比５．７％増） 

※基礎利益とは保険本業の収益力を示す指標の一つです。 

ソルベンシー・マージン比率 

1110．6％ 

＊ソルベンシー・マージン比率とは 
環境の変化などにより通常の予測を超えて発生するリスクに対応できる「支払余力」を有しているかを判断

するための、行政監督上の指標の一つです。通常その健全性の基準は２００％以上とされています。 
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長野県教育公務員弘済会 
〒３８０‐０８３６ 長野市南長野南県町９９９‐１８（長野県不動産会館ビル） tel ０２６‐２２４‐０６１１ 

URL  http://www.nagano-kyoko.jp



（１２）長野県教育公務員弘済会　会報 ２００６/７/１ 




